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露出不：良のため，炭層を確認できたものば少ないo

　稼行可能の炭暦として，苫前暦中に1暦，羽幌爽炭暦中

に，上部より朋幌1番暦⊂ヒ下2分暦からなる），朋幌

2番贋，羽幌3番暦の少なくとも3暦あることを認めた。

　炭山沢区ゼは確定実牧炭量約45方tを計算した外，

i罐定1類37万t，予想1類約100万t，予想2類約60万む

を計上した。　　一

　旧坑の沢区では，確認露頭少なく，炭量計算基準よりも，

精確度が少いのでゴ準定および予想として計上した。推

定1類炭量約100万t・予想1類炭量約40万むを得た・旧・

坑の沢区についてはざらに，今回の調査地域の南側地域

を調査の上，吟味する必要がある6

　苫前來炭暦を築別層中に局部的に発達した來炭暦とす

る事については，今後も研究を要することである・

　苫前地区よりさらに南方の地域も調査する必要がある。

　　（昭和24年11月）　　　　　　　　　　　一以上一
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Seismie　Prospecting　at　Toyosato

　　　　Coalfiel《l　Hokki雌o

　　　by

Tetsuo　Tateishi

　　　In　order　to　investigat¢the　subsurface

geologic　structure，・seismic　survey　was　per－

f6rmed　by　means　of　refraction、method，

for45days　from　September23th　to　Novem－

ber6th，1950．

　　　The　result鳶obtai喚ed3re　summarized

a＄follows：

1．　There　are　six　kinds　of　velocity　layers

　　such　as1，5，1．8，2．・1，2．4，2．8，an（i3．5

　　km／sec－1ayerinthis、area。

2．　By　comparing　the　velocity　layers　with

　　geological　data，1。5km／sec，1．8－2．1

　　km／sec，αnd2．4r3．5km／sec」1ayer　may

　　correspond　to　the　Quartemary　formation，

　　the　Takikawa　bed，and　the　Ishikari

　　group　respectively．

3　The　thickness　of　the　Takikawa・bed

　　which　is　unconfo垂mable　to　the　Ishik我ri

　　group　is　presumed．

　　　　　　　　　要　’　　約

　本年9月下旬よ「り11月初旬まで約1ヵ月余北海道室知

郡豊里炭磯附近においす地震探鉱を実施した。この調査

　　　＊　物理探鑛部

は石狩炭田の構造を明らかにする目的を以つて行われた

ものであり，一昨年瀧川地区において実施したものと密

接な関聯をもつものであるo

　調査の結果本地域においては大体1・5km／sec，・

1・8km／sec，2・1km／sec，2・4km／sec，2・8km／sec，

、3・5km／sec等の速度を有する地暦が存在するのを確め

た。このような速度の地暦を考察して，本地域における

瀧川層の厚さを推定する事ができた。ただし瀧川層下の

地暦については充分資料をうることができなかつたのぞ，

これを明ぢかにし得なかつたo

1．緒 口

　本調査は昭和25年9月23日より11月6目まで，45日

間の期聞において実施した。

　調査において地震探鉱は筆者の他，蜷川親治・氏家明・

小尾五明・李沢清，測量は立花栄一・清永道也，爆発孔

作成は藤倉孝次・中川忠夫によりそれぞれ行われた。

　調査実施に当つて赤李，瀧川爾町役場より少なからぬ
　　　　　　　　　　　ノ
援助を受けた。また豊里炭鵬薩業所‡りも多大の援助を

受けた。こ」に感謝の意を表する。

2．位置および交通

　調査区域は北海道塞知郡赤李町・瀧川町爾町に亘り，

幌倉駅西方より赤耶駅附近に至る東西約8km，南北約4

kmの地域で，室知川が晩’々その中央部を貫流している。

　調査地域に至るには根室本線幌倉駅または赤午駅鱒て

下車すればよい。また画館本線瀧川駅より幌倉駅・赤準

駅に通ずるバスの便があるσ

3．地形および地質

調査地域は概ね卒坦地に属し一部丘陵地幣にのびてい

る（位置図参照）。
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　　本地域の南部および東部の地質ぱ概略地表調査に

　よつて明らかて達、るので，第1工測線爆破，点］1以東

　の地質は推定しうる。第皿測線についてはこの附近

掴　・一帯の地質構造が複難なため，地下構造の推定は困
轟　難である。・ごれについての詳細は燃料部石炭課清水

螂
塒　勇技官の赤卒豊里地区地質調査報告があるので，こ

鴇　」には省略したい。

4，地震探鉱各論

　てi）　調査目的
轍　　本地域において瀧川暦とその下部に不整合にある　

賂　下部蜆貝暦，美唄暦，一若鍋暦，夕張層等との速度差，

拠
廿』あるいは各暦聞の速度差を究明する事によ？不，今　

Oつ　後の石狩炭田の地震探鉱に資する資料をうることを　一

N
　一つの目的としたo　一

　　また豊里地域の未開発部は地表調査によつては地　

　質構造が不明な所が多く，開発計画をたてるには不　

　充分なため，地震探鉱により瀧川暦の厚ざ，その下　

　部の地質麦，るいは断暦の存在を知り開発に資するた　1

　めにも行つた。

、螺凝、麓翻

藁．驚

篁

㌧噺　一

N

第1図　　位　　置　　図

（ii）調査法

　（イ）測線　本調査地域においては地層の走向は

略汝南北に走るものと考えられたのゼ，東西に走る

2本の李行測線をとつた。ZF行2測線聞の距離は約

1，300mで，南寄りのものは約5km，北寄りのも

のは約6。5kmである。南よりの測線は地表調葦に　

より略汝地質状況が明らかであり，地震鉱の結果を

これと照し合わせるた潔）に邊んだもので，これを第

1測醸とよぶo北側にとつたものを第皿測線とよび，

る場所においてその地暦の速度を確めるために，補　

地形図は第1測線と第2測線と別個に行い各々測

線の各点を李板上にプ筒ツトし南北100珊の範囲で

30一（440）



北海道豊里炭磯附近地震探鉱調査速報．（立石哲夫　

光線法・導線法・交会法

等によ餌1／5・000の縮

尺にて測量し，5mの等』

高線を以て図示したo

　なお測量地区は地上擢

が民有地であるゾこめ，農

’
地 立入，樹木の材探等の

交渉に対して相当困難を

來したため，作業の進行

が阻害された。

　爆発孔作成は利根ボー

　リング批の150型機を用

いて行つたが，・礫暦の存

在による障害と期聞の関

係ゼ総ての爆発点におい

て予定の深度の爆発孔を

堀難する事が不可能とな

つたが，総数16孔作成し

た。深度は最深23m，最

浅7mであつた。

　（ハ）観測　使用した

8べ
＼

＼

5・．，＼

4G

、30一

120『

o
＼

㌔
　＼奪

　　＼　　　／

刃ギ
多／

　　／
　　α／　＼・。

　／　　＼・
　の　　　　　　　

／　風
　　　　　　＼o

＼
＼
＼

｝o一 ノ
9

　／
／o

ノ

㌔’決
聡
　
＼
　
　
㌔

　　／

！
＼　0蔦

／

O　rTr一 二
濯　　　　　　　一

7η

o一工」＿一 8 9　　　F

・L一～卸’雌」 〆藁⊂

ZOO一 　A，42。1／～εc

A　一一～一

200一

300一

なノ

や、 が
グ

〆

「一一r．、、一一肩，‘6

、／

　　　　露／

　　　　㌘
　　　　o＼　 〆6

　　　　　　＼　v／
　　　　　　＼／
　　　　　　　．，－　　　　－一

一冨一ユ」ユユ』一工」L狸一騨一鵬一巳　　　　　　　　　濫、8爆（　　　　　＿、二」二

　　　　　　一一誕へ♂　 』2・

第2図豊里地嘔第一測線走時曲線および断面図

、

4

30一

艶

　　　　　　　　　　ろ
＼＼ノ〆〆

　　　　▽

　　　　〆＼
　　　／＼
　　F！　。藁
諺　

＼鵯

　　　　　　　　　匁
　　　　　　　　　＼q　　　　　　　　　　＼。
　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　＼

＼／3
。＼｝庵行、　　　　　　　　　／ゆ

臥　 ザ
　　　＼／

△・

　／　　　＼
　／　　　　　　＼
／　　　　 ＼
γ一rrrT一「，

1紅『擦ル1構』

／

　　　　　　　　　・／
　＼　”塘。　　　＼
　　驚　瞭
　　　＼。　　Φ♂
　　　　＼』　一／

　　　　×

　　ノ
　／　　　　　　　／
…－皿こシー一一肯一「貫・・r・・”

シ乱鉱笥≠。”皿↓」桜．誠。・’き舘血・

1．8κ％e‘

2．G残し

3，0タ漿c

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3図豊里地匠第二測線走時曲線および断面図

器械は8成分の波江野式地震探鉱器ゼ，屈折法によつて　　を用い，また雷管は6号雷気雷管を用いた。

観澤を行つた9なお観測には2爆発点を用堅これより　　気温が低かつたためカメラの回転が悪くなり・1また現

の地動を記繰することとした。火藥は新稠ダィナマィ．ト　像液を暖めるために相当の時聞を要したわ，作業は容易

　　　　　　　　　　　　　　　　　’31一（44工）
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ではなかつた。作業の実施については蜷川按官が主とし

て行つた。

5，結果および推論

　記録初動を読取り図式解法により解析を行つた。その

結果の概略にづいてのべると，本地域には王．4km／sec
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1．8km／sec，2．0～2．1km／s6c，2。4km／＄6c，2．7ん3，0

．km／sec，3・5km／secの速度暦の存在している事が到明

し，これらをそれぞれ1．5km／sec暦，1．8km／sec暦，

2．1km／sec暦，2．4km／sec麿，2，8k血／sec暦，3，5km／sec

暦と名附けた。

　第1測線の結果から考えると，地質学的には異？てい　、

る美唄・若鍋の二暦り相違を地震探鉱における二つの明

瞭な速度暦として区別することは困難ぞあつた。

　ざらに詳述すると第一測線においては，東寄，S・P紐

一m聞ぞは2，4km／secの速度層が存し，その中央部に

遅い速度暦が浅く存在しているo

　S・P　V一斑聞ぞは，1．8km／secの暦が略汝20～30m

の厚さを以つて覆い，その下には2．8km／secの速度暦

のある事を示している。

　S。PIV－V聞は1．8km／secめ速度暦はほとんど消失

し，2．8km／sec，3。5km／secの速度暦の存在を示し，

略麦中央部において背斜構造を作つている。S・P皿：一IV

聞はまたS・PN－V間と略汝同様な結果を示している

が，西落ちの傾斜を示し，皿爆発点附近においては1，8　’

km／sec暦の厚1さが約80m程度になつているo　S・P　I

一皿聞においてもその傾向は続いて，1，8km／sec暦の

厚ざは西に至る程厚くなρている。この側線下の地下構

造上考えるヒとは，S・P皿の西方約250m附近におい

て断暦の存在が推定されることであるg　S・P　I－E聞に

おいては趣きを異にし，1．8km／sec暦の下に2・1km／sec

暦の存在を示し，2》8km／sec層が見当らない。なお1，8．

km／sec暦と2．1km／sec暦の境界は東に向い降斜し，

またその中央部に断層の存在が予想される。

　地質調査の結果と照し麦，わせ，これらの速度暦を地質

学的の地層に略々対比しうるものと考えるならぼ，1，8

km／sec層は瀧川暦，2．1km／sec暦は解釈上稽汝困難性

は凌、るが，瀧川層あ中の礫暦とすることが妥当であろうg　．

2．4km／sec暦は下部蜆貝，2，8km／sec層は若鍋または

美唄暦，3．5km／sec暦は夕張層に対，比されるo

　勿論地震探鉱による速度暦の境界面と地質学上の地暦

の境界面とは，必ずしも一致するも、のではない事はいう

までもない。

次に第∬測線について，やはり東側菱・らのべると，S・P

皿一皿閻においては第1測糠には見当らなかつた遅い速

度1．5km／secの地暦がみうけられ，ごれは瀧川暦よ．り

新らしいものと考えられ，速度の点かぢみても第四紀に

属する地層と考えられる。なお地暦の傾斜は西に向つて

下り勾配をなしてお’り，11．5km／sec暦の厚さは約50m

’ぞ1，8km／sec層の厚さは皿り下では約100mぞ東に

向つて薄くなり，FVI附近ではほとんど潰失しているo

　S・PV－V【およびV【二皿聞では，1，8km／sec暦の

下に2，8km／sec暦があり，1．8km／sec暦は西に向つて

i次第に厚ざをましているoそ9厚さは皿附近において

約80m，V附近において約140m位ぞある。

　S・P皿一W及び皿一V聞においては，測線の長さの

関係にもよるものと思われるが，2，8km／sec暦が見出

されない。すなわち1．8km／sec層の下に2，1km／sec暦聖

．があるoそして118km／sec厨の厚ざは皿一IVおよび1V

－Vの聞においていずれも約50m程度の厚ざで略’々水

李ゼある。

　S・PI一：皿および皿一皿聞においては，1．8km／sec暦

の下庭3．Okm／secの速度暦があるが，1．8km／sec暦の

厚さは測線の東寄りの方．とは逆に東に向つて下り勾配を

示している。なおS・P　I一皿間については，畑乍年の

瀧川附近の調査から考えてみると，2．8km／sec暦より

早い速度暦が1，8km／sec暦の下に不整合に2．8km／sec』

　　ゆ層と共に存在していると考えることもぞきる・

　かくして第且測糠全体を眺めるとき，著しい特徴とし

て麦，げられるのは，S・PVとS・P皿との聞において

のみ2，1km／6ec暦があらわれていること・ごあるo第1

測線において観測推定ざれた断暦は，第皿測腺では見出

すことがぞきなかった。

　地質学的にそれぞれ下部蜆貝暦，美唄暦，若鍋暦と考

えられる処に，補助的に約200m程の短測線をとつた結

果は，何れも約2．4km／sec位の速度を示しているが，

これは問題の地暦が風化を受けているためにや》小さな

値を示したものと考えろれよう。

　　　　　　6．結　　　　論

　本地域において地震探鉱を実施した結果，

　（i）吹の如き速度暦の存在を確め得た。

．　　・1，5km／sec，　　（第四紀暦）

　　　1．8km／sec　　1一（瀧川暦）
　　　2．1km／sec　　　　（同　　　　上）

　　　2．4km／sec　　　　（下部蜆貝暦）

　　　2．8km／sec　　・　（美唄および若鍋層）

　　　3．5km／sec『　’　　（夕　　張一暦）

　括弧内は参考のために地質暦序と一応対比したものぞ

ある。、

　ii）　測線下の地下構造は図に示す通りぞあり，第1．’

測線と第宜測線とにおいて地質的関係を嫉つきりと掴む

には以上の結果からぞは稻々不充分の感はあるが，全般

的に見て瀧川層とその下部の不整含面迄の厚さを大体明

らかにし得た。すなわち第1測線においては，その厚ざ

は中央部において最も薄く，第皿測線においては中央部

において最も厚くなつている。また第1測線S・P血の

西方約250m附近の地下の瀧川暦において断暦の存在を

大体確め得た。

33一（443）



地質調査所丹報　（第2巻第9号）・

　なお本地域の瀧川贋以下の地暦の分布状態を明確には

区別し得た疹つたが，瀧川暦の分布に関してははこれを

充分に確かめ得たと信ずる。『

　今回の調査が今後石狩炭田地域において地震探鉱を行

．う場含、の資料となり，また炭田開発上有敷な資料となる

ことを期待してい’る。　』（昭和25年9～11月調査）
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